
 

 

 

 

 

第３部 生活排水処理基本計画 

 

 

 

 



67 

 

 

第１章 生活排水処理の現況及び課題 

第 1 節 生活排水処理の現状 

１．生活排水処理フロー 

下水道接続世帯及び事業所を除いた生活排水の処理フローは、下図のとおりです。処

理形態としては、下水道、浄化槽（合併処理浄化槽・単独処理浄化槽）、汲み取り方式

に分けることができます。 

 

 

注１）単独処理浄化槽及び汲み取り家庭では、台所などからの雑排水が未処理のまま放流されます。 

注２）浄化槽汚泥は、浄化槽で生活排水を処理する過程で発生する汚泥のことです。近年は浄化槽汚泥が

処理量の大半を占めています。 

   ：生活排水処理基本計画の範囲。 

図 3-1-1 生活排水の処理フロー  

一般家庭及び事業所(下水道接続世帯及び事業所を除く)

雑排水 し尿

未処理注1）

水洗 汲み取り

合併処理

浄化槽

単独処理

浄化槽

浄化槽汚泥注２）

し尿処理施設

（衛生プラント、戸田衛生プラント）

し渣 脱水汚泥

公共下水道など

焼却施設など

公 共 用 水 域（河川など）
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 ２．処理形態別人口及び世帯数 

令和 6 年度の計画処理区域内人口は 184,563 人であり、そのうち、86.7%

（159,987 人）が生活排水を適正に処理しています。また、公共下水道の普及、接続

率の上昇などにより、単独処理浄化槽やし尿の汲み取り人口は年々減少しています。 

 

表 3-1-1  生活排水の処理形態別人口 

 
注）各年度の実績値は、３月 31 日現在です。 

 

 
注）各年度の実績値は、３月 31 日現在です。 

図 3-1-2 生活排水の処理形態別人口 

 

  

単位 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

計画処理区域内人口 人 194,207 192,644 190,417 188,613 186,676 184,563

水洗化・生活雑排水処理人口 人 154,248 156,716 157,344 158,350 159,150 159,987

下水道 人 103,167 103,845 103,419 103,370 103,116 102,885

合併処理浄化槽 人 51,081 52,871 53,925 54,980 56,034 57,102

人 37,781 34,191 31,346 28,766 26,060 23,333

非水洗化人口（汲み取り） 人 2,178 1,737 1,727 1,497 1,466 1,243

生活排水処理率 % 79.4 81.4 82.6 84.0 85.3 86.7

区分

水洗化・生活雑排水未処理人口
（単独処理浄化槽）

103,167 103,845 103,419 103,370 103,116 102,885

51,081 52,871 53,925 54,980 56,034 57,102

37,781 34,191 31,346 28,766 26,060 23,333

2,178 1,737 1,727 1,497 1,466 1,243

79.4 81.4 82.6 84 85.3 86.7
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下水道人口 合併処理浄化槽人口 単独処理浄化槽人口

汲み取り人口 生活排水処理率
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 ３．し尿及び浄化槽汚泥の処理量 

し尿処理量は減少傾向にありますが、浄化槽汚泥処理量は横ばいで、処理量の合計は

減少傾向にあります。令和 6 年度はし尿が 4.1%、浄化槽汚泥が 95.9%となっていま

す。 

 

表 3-1-2 し尿及び浄化槽汚泥の処理量 

 

 

 

図 3-1-3 し尿及び浄化槽汚泥処理量 

 

 

図 3-1-4 し尿及び浄化槽汚泥処理量の割合  

項目 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

し尿処理量 kL 1,957 1,976 1,928 1,822 1,686

浄化槽汚泥処理量 kL 39,420 39,474 38,832 39,384 39,344

処理量合計 kL 41,377 41,450 40,760 41,206 41,030

39,420 39,474 38,832 39,384 39,344

1,957 1,976 1,928 1,822 1,686

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

令和2 令和3 令和4 令和5 令和6

（kL）

(年度)

浄化槽汚泥 し尿

95.3 95.2 95.3 95.6 95.9

4.7 4.8 4.7 4.4 4.1

92%

93%

94%

95%

96%

97%

98%

99%

100%

令和2 令和3 令和4 令和5 令和6
(年度)

浄化槽汚泥 し尿
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 ４．し尿及び浄化槽汚泥の収集体制 

（１）収集体制 

本市のし尿及び浄化槽汚泥の収集は、すべて許可業者による収集となっています。令

和６年度における許可業者数は 8 社、総車両台数 26 台となっています。 

 

表 3-1-3 収集体制 

 

資料：清掃事業概要、環境省一般廃棄物処理実態調査結果 

 

（２）し尿汲み取り料金の内容 

本市のし尿汲み取り料金は、令和６年４月に改定し、以下の表のとおりです。 

 

表 3-1-4 し尿汲み取り料金の内容 

 

  

項目 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

許可業者数 社 8 8 8 8 8

総車両台数 台 26 26 26 26 26

世帯割

人員割

月2回の場合

2ヶ月以上に1回の場合

大平地区、静浦地区（志下～多比） 20%増し

静浦地区（口野）、内浦地区 25%増し

西浦地区 30%増し

作業困難加算 定額制　1人当たり 50円増し

（時間指定含む） 従量制　36L当たり 50円増し

ホース長尺加算(30m以上) ただし、500円を超えない

180Lまで 8,250円

180L超の場合は18Lにつき 　412円

区分 内容

定額制

1世帯当たり825円

1人当たり825円

2回目以降1回当たり667円

世帯割1回分＋人員割×月数

従量制
基本料金　54Lまで1,237円
54Lを超える場合、18Lにつき412円

加算
料金

遠距離加算（市が負担）

その他 仮設トイレ
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（３）し尿及び浄化槽汚泥の処理施設の概要と処理状況 

１）施設の概要 

本市のし尿及び浄化槽汚泥は、山ヶ下町に昭和 36 年竣工（昭和 41 年増設）した処

理能力 240kL/日の施設で処理していましたが、老朽化に伴い、平成 16 年度に原字

女鹿塚に新施設（沼津市衛生プラント（アクアプラザ））を竣工し、旧沼津市域の全量

を処理しています。 

戸田地域のし尿及び浄化槽汚泥については、沼津市戸田衛生センターで処理してい

ます。 

表 3-1-5 沼津市衛生プラント（アクアプラザ）の概要 

 

注）高負荷脱窒素処理方式は、微生物の働きを利用して、し尿や浄化槽汚泥中の窒素分を効率的

に除去する処理方式です。高濃度の汚水にも対応でき、処理水質の安定化が図れます。 

 

 

写真 3-1-1 沼津市衛生プラント（アクアプラザ） 

  

区分

所在地

構造

敷地面積

建築面積

竣工年月

処理方式

処理能力

設計・施工

放流先

平成16年9月15日

内容

沼津市原字女鹿塚2948-1

鉄筋コンクリート造、一部鉄骨鉄筋コンクリート・鉄骨造

7,073.58㎡（進入路含む）

2,128.46㎡（延床面積　4,091.91㎡）

高負荷脱窒素処理方式（膜分離方式）

158kL/日

株式会社 荏原製作所

公共下水道
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表 3-1-6 沼津市戸田衛生センターの概要 

 

 

２）施設の稼働状況 

令和 6 年度の沼津市衛生プラントの搬入量は 44,754kL で、その内訳は、し尿

1,804kL、浄化槽汚泥 42,950kL となっています。沼津市戸田衛生センターの年間搬

入量は 572kL で、その内訳は、し尿 26kL、浄化槽汚泥 546kL となっています。 

 

表 3-1-7 施設の稼働状況 

 

注）沼津市衛生プラントの搬入量には他町分が含まれます。  

区分

所在地

構造

敷地面積

竣工年月

主処理 好気性消化・活性汚泥法処理方式

高度処理 凝集沈殿処理

汚泥処理 好気性消化汚泥・余剰汚泥・凝集汚泥を混合脱水

臭気処理 水洗脱臭処理・大気放出

処理能力

設計・施工 当初：日本車輌製造株式会社 追加設備設置：月島機械株式会社

内容

沼津市戸田字磯辺崎3861-1

鉄筋コンクリート造

2,359㎡

昭和45年

処理方式

12kL/日

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

日 267 266 268 267 269

し尿 kL 2,072 2,079 2,045 1,958 1,804

浄化槽汚泥 kL 43,598 43,315 42,672 43,130 42,950

計 kL 45,670 45,394 44,717 45,088 44,754

ｍ3 ― ― ― ― ―

ｍ3 61,563 60,862 58,701 58,913 59,823

kg 510,980 584,570 514,490 515,070 482,350

kg 68,680 64,930 50,960 52,140 41,100

kWh 2,647,336 2,620,273 2,598,167 2,545,615 2,517,678

ｍ3 61,563 60,862 58,886 58,913 60,180

日 65 56 57 58 61

し尿 kL 33 29 28 28 26

浄化槽汚泥 kL 534 647 610 606 546

計 kL 567 676 638 634 572

ｍ3 2,322 2,481 2,396 2,297 1,995

ｍ3 2,820 3,091 2,978 2,865 2,465

kg 9,600 12,000 7,200 9,600 14,400

kg 0 0 0 0 0

kWh 90,713 92,335 89,125 82,988 80,067

ｍ3 0 0 0 0 0

項目

沼
津
市
衛
生
プ
ラ
ン
ト

搬入日数

搬入量

希釈水量

放流水量

脱水汚泥量

前処理除去物

電気使用量

水道・下水道使用量

沼
津
市
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー

搬入日数

搬入量

希釈水量

放流水量

脱水汚泥量

前処理除去物

電気使用量

水道・下水道使用量
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 ５．下水道の整備状況 

令和 6 年度の下水道処理区域内の人口は 116,657 人で下水道普及率は 63.2%、

下水道接続人口は 102,885 人で、下水道接続率は 88.2%となっています。 

 

表 3-1-8 下水道の整備状況 

 

注）各年度の実績値は、３月 31 日現在です。 

 

 

注）各年度の実績値は、３月 31 日現在です。 

図 3-1-5 下水道の整備状況 

  

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

総人口① 人 192,644 190,417 188,613 186,676 184,563

下水道処理
区域内人口②

人 118,260 118,011 117,649 117,426 116,657

下水道接続人口③ 人 103,845 103,419 103,370 103,116 102,885

下水道普及率
②/①×100

% 61.4 62.0 62.4 62.9 63.2

下水道接続率
③/②×100

% 87.8 87.6 87.9 87.8 88.2

総人口に対する下水道
接続人口の割合
③/①×100

% 53.9 54.3 54.8 55.2 55.7

61.4 62.0 62.4 62.9 63.2 

87.8 87.6 87.9 87.8 88.2 

53.9 54.3 54.8 55.2 55.7 
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第２節 生活排水処理の課題 

生活排水処理に関する課題は以下のとおりです。 

 

【未処理の生活雑排水】 

・下水道への未接続かつ合併処理浄化槽の未設置の家庭では生活雑排水が未処理のまま

河川等へ流れ込んでいるため、下水道への接続または合併処理浄化槽の設置を推進す

る必要があります。 

【合併浄化槽の適正管理】 

・合併処理浄化槽の機能維持のため、定期的な保守点検・清掃を行うよう指導や啓発に

努めていく必要があります。 

【沼津市戸田衛生センターの運営】 

・沼津市戸田衛生センターは昭和 45 年に竣工し、稼働から 55 年が経過しています。

搬入量も年々減少していることから、市内にあるし尿処理施設 2 施設を 1 施設に集

約するなど、施設のあり方について検討する必要があります。 
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第２章 生活排水処理基本計画 

第１節 生活排水処理基本計画の基本理念と方針 

 

私たちが守る、潤いのある水環境 

 

本市は、狩野川や駿河湾など豊かな水環境に恵まれています。恵まれた水環境の維持

のため、生活排水対策として下水道の普及や下水道区域の見直し、また合併処理浄化槽

の整備を進めることにより、生活排水処理率の向上を図ります。行政としては、下水道

普及などの施策をさらに進め、生活排水処理率の向上を図ります。市民及び事業者は、

個々が排出源であることを再認識し、身近な暮らしの中で「水環境保全対策」へ取り組

むことが必要です。 

本計画においては、市民、事業者及び行政がともに連携して本市の特徴である豊かな

水環境をよりよいものにし、身近な生活の中に「潤いのある水環境」を維持していくこ

とを目指します。 

 

生活排水処理の基本方針 

【排出抑制計画】 

○水質汚濁の発生源における水環境の保全対策を進めるとともに排出抑制を図る 

【収集運搬計画】 

○し尿や浄化槽汚泥などの適正で効率的な収集運搬システムを継続する 

【中間処理・最終処分計画】 

○し尿処理施設など環境への負荷を最小にするシステムを継続する 

【災害廃棄物処理計画】 

○し尿等に係る緊急時の対策と整備を進める 
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第２節 基本理念実現に向けた各主体に期待される取組 

１．市民に期待される取組 
 

市民一人ひとりが水環境の保全を基本とした生活をする 

【具体的には】 

◆日常の生活において常に水環境への影響を意識して、水を使う。 

 

２．事業者に期待される取組 
 

事業者は排出者責任や拡大生産者責任の考え方を踏まえ、水環境の保全を基本とした事

業活動を行う 

【具体的には】 

◆節水・再利用など排水量の削減を図り、排水は水環境を保全するための処理を行う。 

 

３．行政に期待される取組 
 

パートナーシップを基本として、市民、事業者及び行政の 3 者の役割が円滑に進む処理

システムを構築する 

【具体的には】 

◆下水道の普及促進、合併処理浄化槽の整備などにより、生活排水処理率の計画的な向

上を目指す。 
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第３節 数値目標及び発生量の見込み 

１．数値目標 

生活排水処理基本計画の数値目標として、生活排水処理率を設定します。本市におい

ては、合併処理浄化槽人口及び下水道接続人口を基に算定します。 

 

目標：生活排水処理率 89.2%を目指す 

【数値目標の設定方法】 

下水道の整備及び接続を円滑に推進し、下水道計画区域外における合併処理浄化槽

の促進など、地域の実情に即した生活排水処理について調査・研究を行い、生活排水処

理率を計画目標年度までに 89.2％とすることを目指します。 
 

表 3-2-1 生活排水処理に関する数値目標 

 
出典：沼津市下水道ビジョン 2025-2034 

注）計画処理区域内人口は、「沼津市下水道ビジョン 2025-2034」を引用しており、ごみ処理基

本計画と引用資料が異なるため、ごみ処理基本計画の将来人口とは一致しません。令和元年度及

び令和６年度の実績値は３月 31 日現在、令和 12 年度の推計値は３月 31 日見込みです。 

 

注）令和元年度及び令和６年度の実績値は３月 31 日現在、令和 12 年度の推計値は３月 31 日見

込みです。 

図 3-2-1 生活排水処理に関する数値目標 

単位 令和元年度
令和6年度
(基準年度)

令和12年度
(目標年度)

計画処理区域内人口 人 194,207 184,563 175,212

生活雑排水処理人口 人 154,248 159,987 156,289

下水道接続人口 人 103,167 102,885 103,914

合併処理浄化槽人口 人 51,081 57,102 52,375

人 39,959 24,576 18,923

単独処理浄化槽人口 人 37,781 23,333 18,141

汲み取り人口 人 2,178 1,243 782

生活排水処理率 % 79.4 86.7 89.2

区分

生活排水未処理人口

103,167 102,885 103,914

51,081 57,102 52,375

37,781 23,333 18,141
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 ２．し尿及び浄化槽汚泥の発生量の見込み 

汲み取り人口及び浄化槽人口の減少に伴い、し尿及び浄化槽汚泥の発生量は減少が

見込まれます。 

 

表 3-2-2 し尿・浄化槽汚泥の発生量の見込み 

 

 

 

図 3-2-2 し尿・浄化槽汚泥の発生量の見込み 

 

  

単位 令和元年度
令和6年度
(基準年度)

令和12年度
(目標年度)

kL 2,134 1,686 962

浄化槽汚泥 kL 39,366 39,344 33,202

kL 41,500 41,030 34,164

区分

し尿

合計

2,134 1,686 962

39,366 39,344
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第４節 生活排水処理基本計画の施策体系 

 

 

 

  

私たちが守る、潤いある水環境

水質汚濁の発生源における水環境の保全対策を進める

とともに排出抑制を図る

・生活排水処理の重要性や下水道供用区域などに関す

　る情報提供を行う

・各家庭や事業所での水環境の保全対策を促す

・単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換の補助

　を継続し、合併処理浄化槽の設置を促進する

・浄化槽の維持管理方法に関する情報提供を行うとと
　もに、適正な管理について指導する

し尿や浄化槽汚泥などの適正で効率的な収集運搬シス
テムを継続する

・し尿及び浄化槽汚泥の収集事業は、廃棄物処理業者

　により引き続き実施していく

・許可業者との連携を強化し、計画的な収集の徹底、

　効率化を推進する

し尿処理施設など環境への負荷を最小にするシステム

を継続する

・収集されたし尿及び浄化槽汚泥は既存施設において

　生物処理を実施する。施設の管理全般については、

　従来どおり市が主体で実施 する

・し尿処理施設から排出される脱水汚泥は、民間業者

　でリサイクルを継続する

・市内の2施設で行っているし尿処理を1施設に集約

　する

・避難所や家庭等から排出されるし尿を処理すると

　ともに、収集車両が不足する場合は支援を要請し、

　対応する

し尿等に係る緊急時の対策と整備を進める

し尿処理施設の集約

災害廃棄物処理計画

災害時の迅速な対応

汚泥のリサイクルの継続

適正な浄化槽維持管理の推進

基本理念

　排出抑制計画

生活排水処理に関する情報提供

排出源での水環境の保全対策の
促進

合併処理浄化槽設置に対する
支援

　収集運搬計画

一般廃棄物（し尿等）収集運搬
業者（許可業者）による収集体
制の継続実施

収集運搬の効率化

　中間処理・最終処分計画

し尿処理施設の適正管理
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第５節 生活排水処理基本計画の施策内容 

１．排出抑制計画 
 

水質汚濁の発生源における水環境の保全対策を進めるとともに排出抑制を図る 

【基本方針】 

水質汚濁の主要因は大規模事業所のみならず、各家庭や中小規模事業者にも大きな要

因が見られます。各家庭や事業者からの汚濁物の排出を抑制することで環境負荷の低減

を図る必要があります。 

○排出源での水環境の保全意識の高揚 

○生活排水の未処理放流の削減を推進する 

 

（１）生活排水処理に関する情報提供 

広報紙・ホームページなどにより、生活排水処理の状況や下水道供用区域などに関

する情報提供を行います。 

 

（２）排出源での水環境の保全対策の促進 

市民や事業者の環境保全意識の高揚を図るため、各家庭や事業所で次のような対

策が講じられるよう促します。  

○洗浄前の汚れの除去 

〇洗剤の使いすぎの自粛 

〇環境にやさしい洗剤の使用 

〇節水による排出量の削減、風呂の水の再利用 

〇調理屑の除去 

 

（３）合併処理浄化槽設置に対する支援 

汚濁負荷量の低減を図るためには合併処理浄化槽の促進など、地域の実情に即し

た生活排水処理について、下水道計画との連携を進めながら、調査・研究を進めます。

下水道計画区域外では、現状の設置や単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換

の補助を継続的に実施します。 

 

（４）適正な浄化槽維持管理の推進 

浄化槽法に基づく点検の実施等浄化槽の維持管理の徹底を図り、浄化槽の処理性

能を最大限に発揮できるようにします。排出源における適正な排水処理を進めるた

めに、浄化槽の維持管理方法について情報提供を行うとともに、適正な管理について

指導をします。 
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２．収集運搬計画 
 

し尿や浄化槽汚泥などの適正で効率的な収集運搬システムを継続する 

【基本方針】 

今後、下水道計画の整備が進むことから、し尿及び浄化槽汚泥の収集量は減少すること

が想定されます。沼津市総合計画など上位計画の進捗状況を踏まえて、適正かつ効率的な

収集運搬システムを維持します。  

 

（１）一般廃棄物（し尿等）収集運搬業者（許可業者）による収集体制の継続実施 

し尿及び浄化槽汚泥の収集は、許可業者により引き続き実施していきます。ただし、

今後、下水道整備の進捗に伴い、規模の縮小が想定されるし尿及び浄化槽汚泥の収

集・運搬事業については、許可業者と、本市の実情に合わせた協議、情報提供を行い、

合理化を促進します。 

 

（２）収集運搬の効率化 

今後は汲み取り量及び浄化槽汚泥量の減少が見込まれます。本市としては事業の

合理化を図る中で廃棄物処理業者とより一層の連携をとり、計画収集の徹底を図り、

住民サービスの低下を招かないように収集の効率化を推進します。 

 

３．中間処理・最終処分計画 
 

し尿処理施設など環境への負荷を最小にするシステムを継続する 

【基本方針】 

市全域から収集されたし尿及び浄化槽汚泥は、市の施設において処理を実施し、施設の

管理全般は従来どおり市で行います。 

 

（１）し尿処理施設の適正管理 

市全域から収集されたし尿及び浄化槽汚泥は、沼津市衛生プラント（アクアプラザ）

及び沼津市戸田衛生センターにおいて生物処理などを行います。処理後に生じる脱

水汚泥についてはリサイクルし、し渣については焼却処理する現行の処理システム

を継続して行います。  

 

（２）汚泥のリサイクルの継続 

脱水汚泥は民間業者においてリサイクルすることを継続して実施します。 

 

（３）し尿処理施設の集約 

沼津市衛生プラントと沼津市戸田衛生センターにおいて行っているし尿処理を沼
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津市衛生プラントに集約し、し尿処理において生じる脱水汚泥やし渣等の廃棄物と

一元管理して行います。 

 

４．災害廃棄物処理計画 
 

し尿等に係る緊急時の対策と整備を進める 

【基本方針】 

発災後、生活圏内の公衆衛生を確保するため、下水道、浄化槽（みなし浄化槽を含む）、

汲み取り便槽、し尿処理施設等について、速やかに施設等の被災状況を確認し、既存の処

理施設で処理します。 

 

（１）災害時の迅速な対応 

被災後、速やかにし尿の収集運搬、処理体制を整備し、避難所や家庭等から排出さ

れるし尿を処理するとともに、収集車両が不足する場合は、災害時応援協定等に基づ

く応援要請を行い、対応します。 

また、下水道やし尿処理施設が被災等により使用できない場合を想定し、仮設トイ

レの設置や簡易トイレの活用、他自治体の処理施設の活用や広域処理など、代替的な

収集運搬・処理方法について検討します。 

 

 



 

 

 

 


